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１．緒言 

 FIFAワールドカップ 2010南アフリカ大会に

おいて、岡田武史監督率いる日本代表はグルー

プリーグを 2勝 1敗という成績で 1位のオラン

ダに続き 2位で予選を突破した。しかし決勝ト

ーナメント 1回戦でパラグアイとぶつかり、死

闘を繰り広げたが惜しくも PK 戦で敗れ悔しい

結果となった。岡田監督は就任直後に南ア大会

ベスト 4進出という壮大な目標を掲げたが、結

果はベスト 16 と目標を達成することはできな

かった。著者は日本代表の試合を見ているとき

に常々感じることがあった。それはシュートの

本数である。日本代表の試合と強豪国といわれ

るチームの試合を比べて見てみると、明らかに

シュートの本数や決定的なシーンが少ないよ

うに感じた。そこで本研究では、シュートの本

数やシュートの質が得点率とどう関わってい

るのか、またそれが勝利にどう繋がっているか

をあらゆるデータをとり、ワールドカップ上位

国と比較し明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

FIFAワールドカップ 2010南アフリカ大会の日

本代表チームの全4試合とベスト4に勝ち進ん

だ上位国 4チーム（スペイン・オランダ・ドイ

ツ・ウルグアイ）の各チーム４試合を分析対象

とし、ＶＴＲ分析を行う。 

３.結果・考察 

上位国 4 チームのスペイン・オランダ・ドイ

ツ・ウルグアイは、4 試合で合計 50 本以上ま

たは 50 本近くのシュートを打っていて、1 試

合平均 10 本以上のシュートを打っている。5

チームの中で 4 試合の合計シュート数が最も

多かったのは、優勝したスペインだった。日本

は 4 試合で合計 36 本、1 試合平均 9 本と他の

チームと比べて明らかに少ないということが

わかった。得点率は、ドイツが 4 試合で合計

56本のシュートを打っていて、ゴールが 11点

で得点率 20％と 5 チームの中で最も高く、ス

ペインは 4 試合で合計 59 本のシュートを打っ

ていて、ゴールが 3点で得点率 5％と他の 4チ

ームに比べて、極端に低かった。 

 

４.まとめ 

攻撃は最大の防御という言葉があるが、まさに

その通りでシュートが多いチームというのは

相手よりも攻撃回数が多く、相手に攻撃の時間

を与えずに、またその試合を優勢に進めていて、

結果勝利に繋がっていることが本研究で明ら

かとなった。スペインが得点率 5％と最小得点

で優勝できたのは、シュートで終わる攻撃やチ

ームとして機能している攻撃が多く、また攻撃

をすることで相手の攻撃チャンスを減らし、試

合を優勢に進めていたということがわかった。 


